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　サービス管理責任者のように特定の資格・要件
を必要とする人材、また障害福祉支援の分野、全
体において人手不足の状況にあり、人材確保へ向
けての取組か求められている。利用者へのサービ
スの質の維持・向上に欠かせない重要な役割なだ
けに、一時的な「みなし対応」も可能とするなど、
状況に応じた丁寧な対応を講じ、国をはじめ必要
な箇所に要望活動などの働きかけを強化していく。

令和３年11月定例議会（11月29日～12月21日）において、以下の項目について質問をいたしました。

【障害福祉サービス事業所の「サービス
  管理責任者」の人材が不足しています】

　　　　　　 　ご 挨 拶
　荒天に一喜一憂する年越しとなりましたが、
いよいよ新しい年がスタートいたしました。
皆様の温かいご支援を賜りまして、昨年も県
や市・地域の課題解決に日々取り組むことが
できました。常日頃の皆様の心温まる御心に
感謝申し上げます。
　さて、比較的に感染が抑えられた状態で
お正月を過ごすことができたのですが、滋
賀県でも第 6波の感染拡大の傾向にあります。
　コロナウイルスの終息を大きな目標に掲げ、
引き続き手洗いうがいの慣行、マスクの着用、
十分は換気、密な状況の回避など基本とされ
ている感染予防対策を、あたらめて順守して
頂きますようお願いします。
　一日も早く平穏な日常が戻ること、そして
皆様のご健勝とご多幸を心から祈念し、年頭
のご挨拶とさせて頂きます。
                                             令和４年１月吉日

　　　 滋賀県議会議員　                
　

環境・農水常任委員会　
県民参画委員会

　志賀町漁業協同組合を訪問し、琵琶湖で漁業に携わ
る方々と県民参画型の委員会を開催しました。
　ほかの水域では見られない琵琶湖特有の漁法や、水
産資源を次世代に継承し、滋賀県の大切な基幹産業で
ある水産業の基盤強化に取り組む必要があります。漁
業従事者の所得の向上や後継者などの課題について、
意見交換が行われました。

歳末特別警戒へ、出動
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Q：サービス管理責任者の人材不足の現状と
事業所の支援について。

　新築移転しました草津警察署におきまして、阪神タ
イガース Women の高塚南海選手を一日署長にお迎え
して『令和３年度歳末特別警戒警察・消防合同出動式』
が執り行われました。
　地域の安全・安心を見守り続け
ている警察官・消防士の皆様には、
心から感謝申し上げます。年末年
始の寒い時期ではありますが、私
たちの暮らしを守る任務を全うし
ていただきたいと思います。また
私たちも自主防犯の意識を高め、
火の用心に努めましょう。

地域交通の安全・安心のために
　県南部の人口の集中と土地の開発に伴い、人や車の
流れが日々刻刻と変化しているようです。また交通事
故や慢性的な交通渋滞を招いています。効果的な交通
の安全と円滑化を図るために、この度、野路地区に新
たな信号機を設置して
いただきました。
　また浜街道の路肩を
整備し、道路の拡幅な
ど交通安全対策をして
いただいています。

A：<健康医療福祉部長>

　配置が必要な 880 施設に対し、現在 3300 人
の有資格者が県内におられる。県の広報媒体を活
用した啓発や、潜在有資格者の掘り起こしなど、
人材不足の解消に向けた取組が必要。
　また、令和 3 年滋賀障害者プラン 2021（※1）
において、処遇改善への支援、学生への PR 活動、
仕事の魅力発信事業など、人材確保に向けた取組
の強化を計画している。

Q：潜在有資格者への働きかけも有効な手段では？

A：<健康医療福祉部長>

　障害福祉サービスに従事する人材が全般
的に不足している。障害者が地域でともに
暮らし、共に育ち・学び、共に働き共に活
動する「共生社会」を実現するには、障害
福祉サービス事業所も大きな役割を担うこ
ととなるので、早急な対応をお願いしたい。

　特別支援学級在籍の生徒の進路指導では、職業
や進学先について生徒自身が詳しく知る機会が増
え、また特色ある学科やコースの設置等、選択で
きる学校が増えている。生徒や保護者と丁寧な懇
談を重ね、情報提供をしたり見学や体験の場を設
ける取組をしている。今後も高等学校への進学希
望者数は増加すると思われる。

【県立高等学校における特別な支援の必要
　な生徒の支援について】

中学校の特別支援学級に在籍する生徒の高等
学校への進学が増加している実態を伺う。

＜教育長＞

　中学校在学中の支援の状況を引継、個々の生徒
の状況や、高校卒業後の進路を見据えた計画の作
成と支援を必要とする。高等学校においても障害
のある生徒への支援の充実は必要であり、教職員
の研修の充実、通級のよる指導の拡大、特別支援
学校との連携の強化等を取組んでいく。

個別の指導計画や個別の教育支援計画に基づく
行き届いた支援の提供について伺う。

＜教育長＞
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（野路町）
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（下笠町） 

新春のつどい（県政報告会）開催延期のお知らせ
新型コロナウイルス感染拡大により、昨年と同様に 2022 年（令和 4 年）の新春のつどい（県政報告会）
の開催を延期することといたしました。ご理解賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

（※1）令和3年
滋賀障害者
プラン2021 

（笠山８丁目）➡

◎２月27・28 日に追加で「サービス管理責任
者・児童発達支援管理責任者」の基礎研修を実施
していただけることになった。

（※２）滋 賀 の
県立高等学校の
在り方に関する
基本方針は滋賀
県のホームペー
ジより閲覧でき
ます。

養護学校アクセス道路の改良
　草津養護学校とびわこ学園へのアクセス道路の拡幅
工事をして頂きました。放課後デイサービスの迎えの
車などで、混雑するので先生方が交通整理をしておら
れたのですが、負担が少しでも軽くなればと思います。

　特別な支援を必要とする生徒
が、進路として選んだ県立高等
学校において、充実した高校生
活がおくることができ、将来に
向けて進んでいけるよう願う。
必要とする支援が個別の指導計
画や教育支援計画に基づいて提
供されるように『これからの滋
賀の県立高等学校の在り方に関
する基本方針』（※2）にも明記
して頂く。




